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●『会員増強』は誰のため？」　野中玄雄　2015　2p     （D.2730月信）
●「会員増強および拡大月間に寄せて」　貞方正一　2015　2p （D.2740月信）
●「会員増強・拡大特別月間特集」　2015　5p     （D.2820月信） 
●「会員増強ドリームプランの実践」　野上征利　2015　6p （第43回ロータリー研究会報告書）
●「韓国の会員増強と維持について」　SangKoo Yun  2015　3p  （第 43回ロータリー研究会報告書）　  
●「会員を引き込む」　2015　2p     （D.2570会員増強セミナー資料）
●「サクセス・ジャパン大作戦　10万人会員を目指して」　松宮 剛・北 清治      
　　　　　 ・辰野克彦　2015　2p　　 （D.2570会員増強セミナー資料）
●「会員は何故減少するのか。会員増強に妙手はあるのか。どうあるべきか
　　　　　　　　　　　　　　　今後のロータリー」　久野 薫　2015　20p（新ロータリーを語ろう）                                       

ロータリー文庫

最近のロータリー資料から最近のロータリー資料から

341号341号

文庫通信文庫通信

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先
のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームペ
ージでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。以下資料のご紹介を致します。

インフォメーションインフォメーション

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

国際ロータリー第2550地区　ガバナー事務所
〒320-0826  宇都宮市西原町142

宇都宮グランドホテル内
TEL. 028－651－2550　FAX. 028－651－2551

E-mail m2550@agate.plala.or.jp　URL   http://www.rid2550.com/ 



The Object of Rotary
ロータリーの目的

THE 4-WAY TEST
四つのテスト

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある

言行はこれに照らしてから

知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識

し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものに

すること。

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。

１．真実かどうか？

２．みんなに公平か？

３．好意と友情を深めるか？

４．みんなのためになるかどうか？

第1

第 2

第 3

第 4
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特別月間：水と衛生
2015－16年度　
国際ロータリー第 2550 地区ガバナー

【足 利 東】

Kenichi Nakaya

中　谷　研　一
な か や け ん い ち

　

ガバナーメッセージガバナーメッセージ

　2014年10月RI理事会は、重点分野である「水と
衛生月間」である3月を、地域社会における安全な水
の公平な提供、衛生設備や衛生状況の改善、持続可能
な水設備と衛生設備の設置、資金調達、維持管理を地
域住民が行っていくための能力向上、安全な水と衛生
の重要性について、地域住民の認識を高めるためのプ
ログラム支援、水と衛生に関連した仕事に従事するこ
とを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する
月間としました。
　では、私たちは「水と衛生」という問題について世
界の現状を理解しておかなければなりません。世界の
環境の中で「水と衛生」に対して一番の弱者はやはり
子供たちではないでしょうか。子供たちが健全に成長
していくためには「きれいな飲料水と衛生的な環境」
は不可欠であると思います。もし、「きれいな飲料水
と衛生的な環境」が整備されなければどうなるでしょ
うか？おそらく、汚水や不衛生な環境では、たとえ大
人でさせ、感染症を引き起こします。特に子供たちに
とって致命的な下痢や嘔吐による脱水症を引き起こ
し、致命的な状態を引き起こしてしまうと思います。
　UNICEF（国際連合児童基金）による「水と衛生」
の報告書から考えてみます。
１．水についての検討
　　2015年時点で、6億6,300万人が改善された水源 
　　を利用できていません。
　　＊改善された水源とは、外部からの汚染、特に人 
　　　や動物の排泄物から十分の保護された構造を備 
　　　えている水源・給水設備、例えば家庭内の水道 
　　　や公共の水道、水汲み場、掘削井戸、保護され 
　　　た堀井戸、保護された泉、雨水等の水源を意味 
　　　します。
　　また、改善された水源へアクセスできない人口は、 
　　主にサハラ以南のアフリカとアジア地域に集中し 
　　ています。その人口は次の様に報告されています。

　　・サハラ以南のアフリカでは３億1,900万人
　　・南アジアでは１億3,400万人
　　・東アジアでは6,500万人
　　・東南アジアでは6,100万人
２．衛生についての検討
　　2015年時点で、24億人が改善された衛生設備を 
　　使用出来ていません。
　　＊改善された衛生設備とは、人間の排泄物に触れ 
　　　ることなく、衛生的に処理できる設備を備えて 
　　　いるトイレ。例えば、下水あるいは浄化槽につ 
　　　ながっている水洗トイレ（水を汲んで流す方式、 
　　　換気式トイレを含む）、スラブ付ピットトイレ、 
　　　コンポストイレなどをさします。
　　また、改善された衛生設備を使えない人口は、主 
　　にアジア、サハラ以南のアフリカ、ラテンアメリカ 
　　とカリブ諸国に集中しています。
　　その人口は次の様に報告されています。
　　・サハラ以南のアフリカでは3億1,900万人
　　・南アジアでは6,500万人
　　・東アジアでは6,500万人
　　・東南アジアでは6,100万人
　　・その他の地域では8,400万人
　次に、unicef・WHOによる共同監査プログラム
（JMP）年次報告を見てみましょう。報告書では、世
界の3人にひとり、つまり24億人の人々が未だトイ
レを利用することができず、そのうち9億4,600万人
は習慣的に屋外排泄をしていると報告しています。ま
た他方、安全な水源へのアクセスの改善は、各国と国
際社会にとって大きな成果となりました。1990年以
降、26億人が安全な水にアクセスできるようになり、
現在世界の人口の91％が安全な飲料水を利用してい
ます。サハラ以南のアフリカでは、安全な水へのアク
セスを得たのは4億2,700万人で、25年にわたって毎
日4万7,000人ずつ増え続けた結果、15年前に毎日
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ガバナーメッセージガバナーメッセージ

2,000人の子どもが汚れた水や不衛生な環境に起因す
る下痢で亡くなっていましたが、現在その数は1,000
人以下まで減り、子供たちの生存率は着実に高まって
いるとしています。しかしその一方で、屋外排泄の容
認更に推奨するような社会通念の残存、経済的な問題
等によりトイレの普及率は、68％程度にとどまって
いる現状です。これまでの成績から「水と衛生」に関
する考えをまとめてみますと、きれいな水を提供する
水源の確保、また衛生設備の設置、地域住民への利用
推進の為の教育等が不可欠と思われます。結論からい
えば、「水と衛生」に関するプロジェクトの立案には、
次の3項目に着目すべきではないかと思います。
①安全な水へのアクセス改善：地域の人々がきれいな 
　水と衛生設備にアクセスすることが出来るようにな 
　る。
②水、衛生に対する意識、習慣の改善：地域の人々が 
　水や衛生設備の適切な使用方法を身につける。
③環境改善に対する啓発：水から起こる病気が減る。
　以上より、手動式ポンプシステムの提供、井戸の掘 
削、清潔な水の学校やコミュニティーへの輸送、清潔
な水に関する教育と衛生的な環境整備、手洗い場や簡
易トイレの設置等の具体策が考えられると思います。
私も「水と衛生」に関してプロジェクトを立案計画す
るためクラブ会員と現地調査に出かけて事がありまし
た。フィリピン・ルソン島にあるケソン市の奥にサン
マテオという昔ゴミの集積場であった地区がありま
す。サンマテオは、15年以上前になりますが、国際
ロータリー第3810地区マニラ・メトロRCの要請で
化学の実験器具を寄贈した小学校がある場所です。当
時、化学の実験器具の寄贈など私一人では困難と思い、
交渉をしてみましたところ、なんと中古の器具で十分
である事が判明。当時、約10万円で化学の実験器具
を寄贈できた思い出のある小学校のある集落のある地
域でした。当時、私たちが寄贈の為小学校を訪問した
際、お礼にといって用意してくれたものは、ふかした
白いトウモロコシ、サツマイモと人参でした。当時、
この小学校の裏は絶壁で、水の出ない、トイレもな
かった記憶がありました。皆さんは、フィリピンのゴ
ミ集積場として既に取り壊されてしまいましたが「ス
モーキーマウンテン」はご存知かと思います。この「ス
モーキーマウンテン」の後に設置されたのが、ケソン

市にある「パヤタス」です。更にこのサンマテオもは
るか昔ゴミ集積場であった場所の上に居住地として生
活をしている人々の集落があります。この集落は、実
にゴミを積み重ね高さ60Mに達したその上にありま
す。ですから、土を掘ってもメタン系有毒ガスが出る
だけで水は出ません。集落全体で水を買う事しかでき
ません。この小学校に通学する生徒さんたちは、フィ
リピンの高地民族の子供たちが多く、2～ 3時間徒歩
で通ってきます。自分の飲み水持参で登校しますが、
昼になると昼食を持ってこられない子供たちは持参し
た不衛生な水を飲んで空腹を満たすそうです。このサ
ンマテオに衛生設備を設置し、集落で設備を管理する
計画を立てました。しかし、集落の下は集積したゴミ
です。集落から300M程先に水源があるとの情報を得
て、ホースを使いポンプで引き上げる案も検討しまし
た。が、すべての案が維持困難との結論でした。地下
を掘ればメタン系有毒ガスがでます。その中をビニー
ル・ホースでは加熱されホースが溶けてしまいます。
ではビニール・ホースを地上で這わせてはどうか。水
源から届くまでに、他の集落に住む人々が途中でホー
スに穴をあけ水を略奪されてしまう事が判明し断念。
最終的に廃案とした計画になってしまった実例です。
　最後に、世界中のロータリアン組織Rotarian Acting 
Group（RAG）の中で代表的な活動を行っている組
織を一つ紹介します。WASRAG（Water & Sanitation 
Rotary Acting Group）は、世界中の地域に対して「水
と衛生」について取り組んでいる組織です。皆さん
のクラブのプロジェクトの立案、運営、維持等につ
いて参考となる情報をそのホームページから手に入
れることができると思います。是非、興味のある方
はMy rotary で検索をしてみて下さい。また、「水と
衛生」について、今年度中に開催される研究会等につ
いて記載致します。まず、ラビンドランRI会長主催
会議が3月18、19日マニラで開催されます。このラ
ビンドランRI会長主催会議でもこの「水と衛生」に
ついて討論が行われる予定です。更に先ほどご紹介し
たWASRAGではソウルで開催されるロータリー国際
大会に先駆けて5月27日World Water Summit 8 を開
催する予定で参加者を募っています。今後開催される
2会議では、ラビンドランRI会長が基調講演を行う予
定です。是非、皆様にご参加をお願いいたします。
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第1グループIM開催報告

　2月11日（建国記念の日）に第1グループのIMを津久井富雄大田原市長、中谷研
一ガバナー、長嶋一郎パストガバナーをご来賓にお迎えしホームカミングでモンゴル
学友会員のアリョーナさんにお出で頂き、本会議第１部の講話をお願いしました。
　アリョーナさんはモンゴルの米山学友会の設立に関わり今もリーダー役を担ってお
ります。今、国力をつけるために必要な中等理科教育充実のために教員の育成や不充
分な実験教材を作るための教材作成センターの設立の責任者として活動しています。
　又、まだモンゴルに無い国立大学の大学病院を設立するための活動をしている、
看護士のレベルを上げるため、毎年1名を日本におくり勉強させて国に帰って指導
者になってもらう活動をしている。衛生知識向上のため幼稚園や小中校にわかり易
いケガや病気等の対処法の解説書を配布している。
　本人はこの4月から日本の大学で学び博士号をとり帰国したらモンゴルの大学で教
授となりモンゴルの医療のレベルアップのため教壇に立つ予定とのこと、このような
数々のすばらしい活動のお話を伺い、日本とモンゴルのかけ橋となりながら日本から
の支援、援助をも引き出しモンゴル発展のため全力を尽くしている。この様に活躍す
る人を支援して育てた米山奨学会の精神とシステムのすばらしさを第1グループ会員全員で共有できた第1部でした。
　第2部は110年たったロータリーが時代とともに進化しながらもRIと個々のクラブとの考え方や認識に乖離ができ
ている今、ロータリーの基本を皆で話し合うためのテーブルディスカッション。
　職業奉仕とは？公共イメージ向上とは？ロータリーの高潔性、多様性とは？ロータリーとは何をする団体？ロータ
リーの奉仕って何？元気なクラブを作るには？例会出席率を良くするには？会員増強の意義は？の8つのテーマで30
分間のディスカッションと15分のグループ発表を行いました。
　第1グループ会員がロータリーの意義を中心に人の話を聞き自分の意見を発表する全員参加型で活発な話し合いが
できもり上がったすばらしいIMになりました。
　自己を制することによってこそ他を利することができる（武士道の神髄）
　人はどうすれば美しいか、人はどうすれば公益のためになるか、これが完成すれば人間の芸術品となる（司馬遼太郎）
日本古来の道もロータリーの道も基本は同一である。

第１グループガバナー補佐　蜂　巢　貞　美
2016年２月11日（木・祝）

第2グループIM開催報告

　第2グループのIMは、2016年2月14日（日）凮月カントリー倶楽部にて、
ご来賓の那須烏山市長大谷範雄様、ガバナー中谷研一様、講師の第1ゾーンロー
タリー公共イメージコーデイネーターの渡辺敏彦様をお迎えして開催いたしま
した。
　IMのテーマを「地域に奉仕の種を」として、クラブの強化のために地域の理

解をどう広めたらよいかを取り上げようと考え、中谷ガバナー様のご助言で、渡辺敏彦様（新潟南RC）をご紹介い
ただきました。渡辺様には、「ロータリーの活性化と公共イメージの向上」の演題で、ご講演をいただき第2グループ
5クラブの70名の会員が拝聴、コーデイネーターとしての豊富な経験に基づいたご講話に深い感銘を受けました。各
クラブでは、会長・幹事を中心に検討を重ね、実践への意欲が醸成されるものと確信いたします。
　また、アトラクションでは、茂木町在住の琵琶演奏家、石田さえ様の演奏による「祇園精舎」「那須与一」「荒城の月」「故
郷」の琵琶の音色を楽しみました。古典楽器に触れるコーナーでは、渡辺様が代表し
て琵琶と撥を持って、音を出していただき、会場の喝采を浴びました。
　親睦会では、渡辺様、中谷ガバナー様、石田様にご参加いただき、会員との交流が
和気あいあいのうちに進められ、いろいろな話に花を咲かせました。渡辺様には、新
潟にお帰りになるため名残りを惜しみながら中座されました。
　次年度のホストクラブは、ガバナー補佐を輩出した氏家ロータリークラブになりま
した。再会を約束し、最後に「手に手つないで」を皆で歌い閉会といたしました。
　第2グループの各クラブの皆様にご協力とご支援に感謝申し上げます。　

第２グループガバナー補佐　萩　原　紀　夫
2016年２月14日（日）
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第5グループIM開催報告

　第5グループのＩＭは2月21日（日）の午後3時から来賓として中谷ガバ
ナー、大久保小山市長をお招きし、小山中央クラブがホストとなり小山グラン
ドホテルにて開催されました。第5グループは5クラブ、総数は129名です。
　1部の式典では例年行っている小山市社会福祉協議会への寄付金贈呈式のほ
か、今年の試みとして3年以内新入会員の紹介を実施しました。当日、中谷ガ
バナーは3グループのＩＭを掛け持ちと言うことで、式典のみ参加をして第4
グループに向かわれました。
　例年ですと、式典後にメイン行事ですが、今回はその前に表千家の協力によ
り抹茶を参加メンバーに振る舞いました。小山中央クラブの松本淳子会員が同
教室を開いており、同クラブの松島誠、岩瀬剛之の両会員が昨年より生徒とし
て参加しており、その他に教室の女性の生徒さん6名が補助として参加してく
れました。

　2部はメイン行事で、今回は小山ならではの劇「小山評定」を1時間に渡り、10年程前に結成された市民劇団「開
運座」の皆さんに上演していただきました。ご存知の方も多いと思いますが、「小山評定」は徳川家康が当小山に
て石田三成征伐の決断をして歴史の転換期となった軍議を言います。衣装は小山市所有の甲冑をお借りし、小山市
在住の語り部の渡辺紀子さんの語りや、漫画のスライド上映を織り込みながらの素人とは思えない気迫あふれる上
演で、メインキャストの家康は小山東クラブの鈴木廣明会員が演技し、その他小山中央クラブの慶野正司、伊藤和
行の両会員も当劇団に所属しており当日はその名演技を披露してくれました。
　そして、3部は懇親会です。小山中央クラブの会員は全員が正にホストクラブのホストとして接客に回り、参加
者の方々をおもてなしして午後7時前にＩＭは終了しました。

第５グループガバナー補佐　石　塚　　　伸
2016年２月21日（日）

3 月  6 日㈰

3 月 13 日㈰

3 月 13 日㈰

3 月 27 日～ 30 日㈰～㈭

4 月  3 日㈰

4 月 10 日㈰

4 月 24 日㈰

第6グループIM

2016-17　会長エレクト研修セミナー（PETS)

小山北RC創立30周年記念式典

インターアクト海外研修

2016-17地区研修・協議会

しもつけＲＣ創立20周年記念式典

米山新奨学生・カウンセラー対象オリエンテーション

サンプラザ

蓮岱館

小山グランドホテル

台湾（台北～台南）

足利市民プラザ

宇都宮グランドホテル

ホテルニューイタヤ

地区内主要行事
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ＩＭ報告ＩＭ報告

ガバナーノミニー確定宣言ガバナーノミニー確定宣言

　2018－19年度ガバナー候補者の推薦期間を、2015－16年度ガバナー月信第3号で公示し
ましたが、2015年12月末日の締め切りまでに候補者の推薦は有りませんでした。
　2016年2月20日、地区ガバナー指名委員会は、RI細則13条20節に基づき、宇都宮西ロー
タリークラブ会員　伊東永峯君を2018－19年度のガバナーノミニーに指名いたしました。
よって、伊東永峯君を「2018－19年度　国際ロータリー第2550地区ガバナーノミニー」と
して正式に確定致しました事を茲許宣言いたします。

経　　歴
■所　　　属■ 宇都宮西ロータリークラブ
■生 年 月 日■ １９４１年１２月１４日
■職　　　業■ 宗教法人　多氣山　持寶院
■職 業 分 類■ 仏　　教
■夫　人　名■ 智　 子
　
■学歴・職歴■
１９６５年３月 大正大学卒業
１９６６年２月 宗教法人　持寶院住職就任
２００７年８月 宗教法人　持寶院長老就任
 
　

■ロータリー歴■
１９８０年７月１７日 宇都宮西ロータリークラブ入会
１９８６年～１９８７年 クラブ幹事
２００３年～２００４年 クラブ会長
２００４年～２００６年 国際親善奨学金委員
２００６年～２００７年　 ガバナー補佐
２００９年～２０１０年　 地区幹事
■その他■
ポールハリスフェロー マルチプル・ポールハリスフェロー
べネファクター　 米山功労者

伊東  永峯氏 略歴
い   とう えい ほう

国際ロータリー第2550地区　ガバナー　中　谷　研　一
2016－17年度ガバナー指名委員会　委員長　鈴　木　　　宏

第7グループIM開催報告

　第7グループのインターシティミーティングが、2月21日（日）日光金谷ホテルを会場に、中谷研一ガバナーに
ご臨席戴き第7グループ7クラブ約100名の会員の参加を得て盛大に開催されました。日程は下記の通りでしたが、
当日の様子を簡単にご紹介致します。
　1． 受付（登録）   9：00 2．ミーティング・活動報告   9：30～10：40
　3． 記念講演　 11：00～12：10　 4．昼食・懇親会 12：30～12：00
　当日は春を思わせるような暖かな晴天に恵まれ、各会員の方々の参集も早く、予定
より若干早めに点鐘となりました。ミーティングでは、各クラブの会長・幹事の方々よ
り今年度前半の主な活動の報告がなされ、他クラブの活動状況に理解を深めました。
　記念講演では、気鋭の経済学者としてＴＶ・新聞等々で活躍されている藻
谷浩介氏（日本総合研究所調査部主席研究員、日本政策投資銀行地域企画部
特別顧問）より、「地方都市の現状と活性化策～事例を通して～」の題にて、
全都道府県・県内各市町の人口構造・住宅状況等の中から、「日光・鹿沼の
具体的活性化策」について大変有益なる御示唆を戴きました。例えば、“我々
は日々接するマスコミ等情報に惑わされ易く、常に事実を数字で確認しない
と事実を間違える”として、都道府県の空き家率・戦後日本の年度別殺人件
数等よりその事例を判り易く示されました。また、「地域活性化策」として
具体例を示され、例えば“地域のものを地域で活かす⇒観光地の旅館などで出す食材は地元産ですか？～地産地消
～ターゲットを明確に”。“時代は変わった⇒地元を前面に出す～客単価を高く～その地にしかないものに価値があ
る～日本人も外国人もそれを求めている～自分のお金で他地域を観なければ真の姿は分からない”。予定時間を30
分もオーバーする熱の入った御講演で、大変有益な具体的助言を戴き会員一同感嘆する事しきりでした。
　最後に、日光の社寺に倣い、アルコール抜きでフルコース料理を堪能し懇親を深めました

第７グループガバナー補佐　岸　野　　　稔
2016年２月21日（日）
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　祝　辞
ガバナー　中　谷　研　一

　佐野日本大学高等学校さくらインターアクトクラブ（以降IAC）認証状伝達式が、多くのご
来賓の皆様のご臨席を賜り、盛大に開催されましたことを感謝申し上げます。また、佐野ロー
タリークラブ会長青山敏朗様をはじめ多くの会員の皆様のご尽力に感謝申し上げます。
　ロータリーにおいてIACの真の目的は、奉仕と国際理解に貢献する世界的友好精神の中で

相互に活動する機会を青少年男女に提供することとなります。
　ご尽力いただいた皆様そしてさくらIACが将来に向け大いなるご発展をとげます事をお祈り申し上げます。

　挨　拶
佐野RC会長　青　山　敏　朗

　佐野RCは、55周年を迎え、青少年の地域での奉仕活動及び国際理解の支援とクラブの更
なる向上を目指し、IACの設立を決議しました。佐野日本大学高校理事長浦田獎先生、校長
山口理先生の賛同を得、その後、学生の皆様と何度も会合を重ね、2015年9月15日、国際
ロータリーより、結成認定状を賜り、チャーターナイトを迎えるに至りました。設立にあ

たり、ご支援を下さいました皆様に心より感謝申し上げます。
　IACの皆様に、ロータリーは様々のプログラムを用意しており、参加することで新たな発見に出会うことでし
ょう。逆に皆様主体で行っている奉仕活動に私たちロータリアンをお誘いください。私たちの融合は大きな社会
貢献に発展すると思います。
　本日ご臨席の皆様、さくらIACへの末永いご支援をよろしくお願い申し上げます。

　挨　拶
佐野日本大学高等学校さくらIAC　会長　長　　恒太朗

　本日はご来賓、ロータリークラブの皆様、学校関係の皆様ご臨席賜り、立派な式典を開
催していただきましたことに感謝申し上げます。
　本校の校訓である「自主創造」の精神に加え、IACの目的である「奉仕と国際理解に貢献す
る世界的友好精神の中で相互に活動する」ことを目指します。メンバー一丸となり大いに地域

や国際社会に貢献していく所存でございます。これからも皆様のご指導・ご助言よろしくお願い申し上げます。

佐野日本大学さくらインターアクトクラブ認証状伝達式佐野日本大学さくらインターアクトクラブ認証状伝達式

佐野日本大学さくらインターアクトクラブ認証状伝達式佐野日本大学さくらインターアクトクラブ認証状伝達式
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水害義援金贈呈の報告水害義援金贈呈の報告

　皆さまよりご協力いただきました水害義援金についてご報告いたします。

　当地区のほか、地区外からも多額の義援金を頂戴いたしました。詳細は、下記の通りです。

　諮問委員会より承認を受け、被災しました、日光市・小山市・栃木市・鹿沼市へ、それぞれ181万円ずつ

贈呈してまいりました。

 日光市 1月22日 斎藤市長 岸野ガバナー補佐同行

 小山市 2月  1日 大久保市長 石塚ガバナー補佐同行

 栃木市 2月  3日 鈴木市長 若菜ガバナー補佐同行

 鹿沼市 2月10日 佐藤市長　 岸野ガバナー補佐同行

　　　以上　皆様の温かいご協力に感謝しご報告とさせていただきます。

＜義援金詳細＞

昨年９月水害義援金贈呈の報告昨年９月水害義援金贈呈の報告

日光市　1月22日　斎藤市長、中谷ガバナー、岸野ガバナー補佐

栃木市　2月3日　鈴木市長、中谷ガバナー、若菜ガバナー補佐 鹿沼市　2月10日　佐藤市長、中谷ガバナー、岸野ガバナー補佐

小山市　2月1日　大久保市長、中谷ガバナー、石塚ガバナー補佐

¡ 地区内クラブより 1,750,000 円
¡ 第 2510 地区（北海道）  870,000 円
¡ 第 2530 地区（福島） 1,000,000 円
¡ 第 2630 地区（岐阜、三重）　 1,800,000 円
¡ 第 2770 地区（埼玉）　　　　 1,000,000 円
¡ 第 2840 地区（群馬）　　  　　 750,000 円
¡ 井原 RC 70,000 円
 （大田原 RC 友好クラブ）　　　　　　　
              合　　計　 　　　　　7,240,000 円

（181 万 ×4）

下野新聞より 下野新聞より
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コーディネーターニュース３月号コーディネーターニュース３月号 Coordinator News

RID2570    鈴　木　秀　憲（吹上RC）

　ロータリーは、毎年行われるリーダー交代による継続性確保の課題を認識し、一方で変化が激しく、予測が極め

て困難な環境を考慮し、長期計画を組織運営の為の具体的な計画として位置づけ、2007年6月、ＲＩ理事会が

2007－10年度の国際ロータリーの長期計画を承認しました。これにはロータリーの使命、ビジョン、優先項目、

目標として提案された内容が検討され、7つの優先項目とロータリーの基本的信条を表す5つの中核的価値観も含

まれました。

　3年後の2010年に見直しが行われ、整理され、現在と同じ3つの優先項目になりました。（2011年11月に、

Strategicの日本語訳が「長期計画」から「戦略計画」になりました。）

　これが、更に3年後の2013年に再度見直され、引き続き「現在の内容」になっています。

　その優先項目の一つ「公共イメージと認知度の向上」について考えてみましょう。

　この項目について考えると、一つは「ロータリーが行っていることを世間にご理解頂く為に周知する事。」つまり

「どのように世間へお伝えするのか？」という事＝方法論ですが、私は「世間へお伝えすべき事項は何か？」という

事つまり内容論を真っ先に考えます。　

　そして大切な事は「世間が必要としていることを行えば、結果として『ロータリーの公共イメージ』がアップする。」

と考えます。世間があまり必要としていない事を行っても、ロータリーの公共イメージは向上しないで、「マスター

ベーションを行っている」と受け取られかねないと考えます。マスターベーションという表現は酷いとしても、「公

共イメージの向上」には繋がらないと思います。

　それともう一つ、同じ地域に複数のクラブが有り、夫々が異なる奉仕活動を行っていると、世間の方からは、や

はり「ロータリーって何をやっているかよく解らない。」と思われます。

　従って「奉仕活動をどのように行うか？」が、肝心です。つまり何が公共の為になるかです。

　この事を、クラブで（場合によったら同一地域の他のクラブも含め合同で）、或は地区で議論して、公共の為（公益）

の事業を試みる必要があります。

　又、当初は意義があった奉仕活動でも、年月を経ると意義や意味が薄れることもあります。奉仕活動の見直しつ

まり「スクラップ＆ビルド」も考える必要もあります。新しいジャンルの奉仕活動を行う事によって、新たな観点

からの会員勧誘につなげる事も出来ます。

　更に地区補助金を活用して公益事業を行い、同時にこの事を世間へ広報したら如何でしょうか？　公益性の強い

奉仕事業であれば有るほど、黙っていても世間で周知され、公共イメージや認知度は向上することでしょう。

第1ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター補佐（ARPIC）

公共イメージについて考える

物 故 会 員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

【氏家RC】

高　橋　經　雄
たか はし つね お

物 故 平成 28年 2月 8日
享年 70歳

◆生 年 月 日　昭和20年5月10日

◆入会年月日　平成3年8月26日

様

◆ロータリー歴
　1999～2000年度　幹事
　2001～2002年度　会長
　2004～2005年度　地区職業奉仕
　2006～2007年度　ガバナー補佐

◆財団、米山記念奨学会などの寄付歴
　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（＋2）
　ポール・ハリス・フェロー
　財団の友（第8回）
　ベネファクター
　米山功労者（4回目）



ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550

9

新入会員新入会員

第2550地区 １月会員増強・出席報告第2550地区 １月会員増強・出席報告

分  

区

分  

区

大 田 原
黒 　 磯
西 那 須 野
黒 　 羽
那 　 須
塩 原
大田原中央
烏 　 山
氏 　 　 家
矢 　 板
馬 頭 小 川
高 根 沢
宇 都 宮
宇 都 宮 西
宇 都 宮 北
宇都宮90
宇都宮陽北
宇 都 宮 東
宇 都 宮 南
宇都宮陽東
宇都宮陽南
宇都宮さつき
真 　 岡
益 　 子
真 岡 西
し も つ け

4 
4 
3 
4 
4 
4 
4 
3 
4 
4 
4 
3 
4 
4 
4 
3 
4 
4 
4 
3 
4 
2 
4 
4 
3 
4 

67.90 
94.90 
85.40 
92.86 
70.37 
77.00 
62.91 
85.70 
74.19 
68.38 
93.75 
88.40 
66.70 
80.74 
86.32 
92.30 
83.43 
92.07 
93.75 
78.00 
89.34 
88.46 
94.76 
92.00 
85.16 
93.20 

75.52 
94.79 
88.40 
95.17 
75.46 
75.07 
64.88 
88.87 
76.83 
70.82 
93.16 
89.87 
65.39 
83.18 
83.79 
91.88 
80.32 
93.61 
85.40 
77.33 
79.43 
86.78 
94.39 
90.74 
89.16 
93.75 

33
41
39
14
9
9

23
13
22
13
18
15

100
73
48
44
33

108
46
45
19
25
50
26
39
34

33
40
38
14
8
9

23
14
24
15
18
14

107
74
49
43
36

113
50
47
19
26
51
29
41
34

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
3
2
1
0
0
0
0
1
0

2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
3
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0

2
0
2
0
0
0
1
1
2
2
0
2

10
2
1
2
4
6
4
3
2
1
4
3
2
0

2
1
3
0
1
0
1
0
0
0
0
3
3
1
0
3
1
1
0
1
2
0
3
0
0
0

0
-1
-1
0

-1
0
0
1
2
2
0

-1
7
1
1

-1
3
5
4
2
0
1
1
3
2
0

1
2
0
0
2
3
1
1
0
2
0
0
0
0
0
3
3
0
1
3
4
2
0
2
4
8

第
１
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ
A

第
３
グ
ル
ー
プ
B

第
４
グ
ル
ー
プ

クラブ名
出席率 会　員　数例

回
数 今月 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会　員平均 7月
1日

小 　 山
小 山 南
小 山 東
小 山 北
小 山 中 央
栃 　 木
栃 木 西
壬 　 生
栃 木 南
日 　 光
鹿 　 沼
今 　 市
鹿 沼 東
粟 野 西 方
鹿 沼 中 央
今 市 き ぬ
足 　 利
足 利 東
足 利 西
足利わたらせ
佐 　 野
葛 　 生
田 　 沼
佐 野 東
岩 　 舟

51RC

4 
4 
4 
4 
2 
4 
3 
3 
4 
4 
4 
3 
4 
3 
3 
4 
3 
4 
4 
4 
2 
3 
3 
3 
3 

96.00 
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クラブ名
出席率 会　員　数例

回
数 今月 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会　員平均 7月
1日

平成27年9月1日入会

宇都宮陽東RC
有限会社あとりえドリーム

代表取締役

常に自己研鑚に努め、心の友、平和を念頭に置き、倫
理感を持ち、道徳的精神を高めていきたく存じます。

南 木 智 子
なん もく とも こ

平成28年1月5日入会

宇都宮東RC
谷田部石材販売株式会社

代表取締役社長

ご入会させて頂いたご縁に心から感謝申し
上げます。

谷田部　修
や た べ おさむ

平成28年1月12日入会

宇都宮東RC
株式会社ダイショウ

代表取締役

入会させていただいた、ご縁を大切にして
一生懸命にやりたいと思います。

大 関 国 明
おお ぜひ くに あき

平成28年1月20日入会

宇都宮南RC
栃の葉グループ 株式会社向立

業務部長

奉仕の心を信念に自分自身が社会にどんな
形で貢献出来るかを考え続けたい。

先 﨑 　 進
せん ざき すすむ

平成28年1月13日入会

鹿沼東RC
宇都宮証券株式会社 

鹿沼支店 支店長

ロータリーの理念、奉仕の理想に沿って努力し
てまいります。よろしくお願いいたします。

阿久津 俊行
あ く つ ゆきとし

平成28年1月19日入会

栃木西RC
株式会社ティーエムアート

代表取締役

よろしくお願いいたします。

松 崎 武 代
まつ ざき たけ よ

平成28年2月4日入会

氏家RC
 株式会社栃木銀行
氏家支店 支店長

会員になれたことを光栄に思い、身の引き
締まる思いです。宜しくお願い致します。

片 岡 秀 郎
かた おか ひで お

平成28年2月5日入会

佐野東RC
株式会社 ホクサン

代表取締役社長

皆様とのご縁を大切にし地域に貢献出来る
ように頑張ります。

横 井 帝 之
よこ い ただ ゆき

平成28年2月1日入会

宇都宮90RC
株式会社伊藤園

栃木地区営業推進課  課長

よろしくお願いいたします。

廣 瀬 量 平
ひろ せ りょう へい
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●『会員増強』は誰のため？」　野中玄雄　2015　2p     （D.2730月信）
●「会員増強および拡大月間に寄せて」　貞方正一　2015　2p （D.2740月信）
●「会員増強・拡大特別月間特集」　2015　5p     （D.2820月信） 
●「会員増強ドリームプランの実践」　野上征利　2015　6p （第43回ロータリー研究会報告書）
●「韓国の会員増強と維持について」　SangKoo Yun  2015　3p  （第 43回ロータリー研究会報告書）　  
●「会員を引き込む」　2015　2p     （D.2570会員増強セミナー資料）
●「サクセス・ジャパン大作戦　10万人会員を目指して」　松宮 剛・北 清治      
　　　　　 ・辰野克彦　2015　2p　　 （D.2570会員増強セミナー資料）
●「会員は何故減少するのか。会員増強に妙手はあるのか。どうあるべきか
　　　　　　　　　　　　　　　今後のロータリー」　久野 薫　2015　20p（新ロータリーを語ろう）                                       

ロータリー文庫

最近のロータリー資料から最近のロータリー資料から

341号341号

文庫通信文庫通信

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先
のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームペ
ージでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。以下資料のご紹介を致します。

インフォメーションインフォメーション information

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

国際ロータリー第2550地区　ガバナー事務所
〒320-0826  宇都宮市西原町142

宇都宮グランドホテル内
TEL. 028－651－2550　FAX. 028－651－2551

E-mail m2550@agate.plala.or.jp　URL   http://www.rid2550.com/ 




